
別紙４　岡谷市史　章立て及び項目立て（例示）
※例示であり、より分かりやすく、親しみのある案を提案されたい。 (記載事項は令和7年7月現在。編さん対象は令和８年まで。）

西暦 元号 年 月 主な項目 年 主な事件
1978 昭和 53 4 川岸公民館、新館完成開館
1979 昭和 54 1 岡谷南高校スケート部が全国高校総体で優勝
1979 昭和 54 2 岡谷市観光物産館、県鳥獣保護普及センターが開館 54 大学共通第１次学力試験導入
1979 昭和 54 4 市議会議員選挙 54 対中国ODA始まる
1979 昭和 54 6 小中学校長会でインベーダーゲーム全面禁止を決める
1979 昭和 54 6 学ケ丘中層住宅が完成
1979 昭和 54 7 橋原遺跡で弥生時代炭火米を発見
1979 昭和 54 7 塩嶺いこいの広場、塩嶺閣が完成オープン

1979 昭和 54 7
知識集約化グループ助成制度第１号に岡谷ニット工業研究会を指
定

1979 昭和 54 8 国鉄塩嶺トンネル建設に国鉄、県、市、三沢区が合意調印
1979 昭和 54 9 市立岡谷図書館が完成オープン
1979 昭和 54 10 諏訪湖流域下水道終末処理場で通水式、一部供用開始
1979 昭和 54 12 公民館湊支館（支所併設）が完成
1979 昭和 54 12 岡谷市一人暮らし老人等事故防止対策等協議会が発足
1980 昭和 55 1 第１回元旦マラソン 55 日本の自動車生産台数が世界１位
1980 昭和 55 1 新田中線が十四瀬橋完成に伴い全線開通 55 イラン・イラク戦争勃発
1980 昭和 55 2 第1回消費者大会
1980 昭和 55 3 移転新築の今井保育園が完成
1980 昭和 55 5 新商工会館が完成
1980 昭和 55 5 長野県消防大会が岡谷で開催される
1980 昭和 55 6 第１回健康展を開催
1980 昭和 55 6 住居表示-今井、上浜、小井川、西堀、下浜の一部で実施
1980 昭和 55 7 姥ケ懐古墳など文化財に指定
1980 昭和 55 7 病院群輪番制病院運営費補助事業を６市町村共同で開始
1980 昭和 55 9 榎垣外遺跡で緑釉唾壺（りょくゆうだこ）を発掘
1980 昭和 55 10 岡山県玉野市と姉妹都市を締結
1980 昭和 55 10 高校生親の会連合会が発足
1980 昭和 55 10 川岸多目的広場仮オープン
1980 昭和 55 12 山下町で大火災が発生
1981 昭和 56 3 岡谷駅前再開発ビルの店舗面積8500㎡で結審 56 スペースシャトル　コロンビア打ち上げ成功
1981 昭和 56 3 竜上高校で最後の卒業式-24年間の幕を閉じる 56 校内暴力が深刻化
1981 昭和 56 3 岡谷市交通安全婦人団体連絡会が結成 56 福井謙一ノーベル化学賞受賞
1981 昭和 56 3 岡谷市土地開発公社の設立（公法人化）について市議会で議決
1981 昭和 56 3 一の樋橋が完成-永久橋となる

1981 昭和 56 3
湖北伝染病院組合が諏訪地域伝染病施設組合の発足にあたり解
散

1981 昭和 56 3 移転新築の長地支所、公民館が完成
1981 昭和 56 4 諏訪地域伝染病施設組合を設立、岡谷病院に診療委託
1981 昭和 56 4 体育課が市民総合体育館に移転し事務を開始
1981 昭和 56 4 樋沢一般廃棄物（不燃物）最終処分場が完成
1981 昭和 56 4 川岸公民館に支所を移転併設
1981 昭和 56 5 石原工場団地（川岸上3丁目）の分譲開始
1981 昭和 56 5 岡谷市民屋内水泳プールがオープン
1981 昭和 56 6 住居表示-湊地区で実施
1981 昭和 56 6 旧岡谷竜上高校施設の一部を庁舎分室として転用、執務開始
1981 昭和 56 7 夜間休日在宅当番医制運営事業を開始
1981 昭和 56 7 集中豪雨により塚間川氾濫など市内各所に被害発生

1981 昭和 56 7
岡谷ショッピングセンター（ビア・アピタ岡谷）の店舗面積が8600㎡で
結審

小項目に掲載する主な事項
章 大項目 中項目 年代
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s53-62　岡谷市総合計画
（前期S53-57年度、後期
S58-62年度)　人間尊重を
基本理念として、
・住みよい快適な生活環
境のまち
・健康で明るい市民生活
のできるまち
・創造性あふれる人づくり
とかおり高い文化のまち
・豊かな産業と活力あふ
れるまち

総合計画 市長
時代背景
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西暦 元号 年 月 主な項目 年 主な事件
小項目に掲載する主な事項

章 大項目 中項目 年代 総合計画 市長
時代背景

1981 昭和 56 7
岡谷勤労者体育センター屋外水泳プール（後に岡谷市民屋外水泳
プール）オープン

1981 昭和 56 7
岡谷市民塩嶺グリーンスポーツ施設（現：塩嶺野外活動センター）
オープン

1981 昭和 56 8 資源物分別回収、市内全区で実施

1981 昭和 56 8
岡谷工業高校野球部が甲子園に出場、県勢として8年ぶりに初戦勝
利

1981 昭和 56 8 樋沢遺跡の発掘調査を行う
1981 昭和 56 9 第１回ふるさと祭りを東京で開催
1982 昭和 57 3 岡谷市史下巻の発刊 57 東北・上越新幹線開業

1982 昭和 57 4
諏訪地域伝染病施設組合の隔離病舎が市立岡谷病院内にオープ
ン

1982 昭和 57 4 岡谷市勤労会館オープン
1982 昭和 57 4 国鉄塩嶺トンネル貫通式
1982 昭和 57 4 塩嶺水源施設を国鉄より譲り受け
1982 昭和 57 7 市営住宅中村A団地完成
1982 昭和 57 8 小東橋が竣工開通
1982 昭和 57 12 「岡谷市連壮三十五年の歩み」発行
1983 昭和 58 2 老人保健法の制定により老人医療制度を変更 58 東京ディズニーランド開園
1983 昭和 58 2 駅前再開発ビルの売場面積7250㎡で結審 58 ファミリーコンピューター発売
1983 昭和 58 3 移転新築の長地保育園が完成 58 老人保健法の制定により老人医療制度を変更
1983 昭和 58 4 ４水道（川岸、湊、岡谷、小井川）の市営水道への完全移管
1983 昭和 58 4 郷田に福祉作業所を開設 58 日本海中部地震発生
1983 昭和 58 4 湊湖畔公園オープン 58 三宅島大噴火
1983 昭和 58 4 鳥居平やまびこ公園スポーツゾーンの開園式行われる 58 東京ディズニーランド開園
1983 昭和 58 4 市議会議員選挙 58 大韓航空機撃墜事件
1983 昭和 58 6 国の障害者福祉推進都市の指定を受ける
1983 昭和 58 7 国鉄中央線塩嶺ルートが開業
1983 昭和 58 7 ワードプロセッサとオフィス・コンピュータを導入
1983 昭和 58 7 税務課窓口事務のオンライン化
1983 昭和 58 7 公営住宅高尾団地が完成
1983 昭和 58 8 県道岡谷停車場線が完成
1983 昭和 58 9 台風10号、湊・川岸を中心に被害もたらす
1983 昭和 58 10 京セラ㈱が㈱ヤシカを吸収合併
1983 昭和 58 10 諏訪湖行政分割により市域面積変更（85.19㎢）
1983 昭和 58 11 塩嶺公園の整備工事完了
1984 昭和 59 1 梨久保遺跡が国の史跡に指定 59 衛星放送始まる
1984 昭和 59 1 岡谷小合唱団、子ども音楽コンクール東日本大会に出場
1984 昭和 59 2 サラエボ冬季五輪に岡谷市出身の今村俊明君が出場 59 世界一の長寿国になる
1984 昭和 59 3 ララオカヤがオープン 59 日経平均株価が初めて10,000円を突破
1984 昭和 59 3 駅前市街地再開発事業の完成式が行われる 59 日本初の衛星放送の試験放送が始まる
1984 昭和 59 3 川岸保育園が完成 59 米アップルコンピューターがMacintosh発売
1984 昭和 59 4 長地目切遺跡で敷石住居跡を発見
1984 昭和 59 4 間下堤公園の開園式行われる
1984 昭和 59 4 社会福祉センター併設の屋内ゲートボール場オープン記念式典
1984 昭和 59 5 都市計画街路湖岸線と、これに隣接する田中線が開通
1984 昭和 59 5 市報おかやを広報に改称し、B5版をA4版に変更
1984 昭和 59 6 駅前駐輪場が完成
1984 昭和 59 7 鳥居平やまびこ公園-ローラースケート場が完成
1984 昭和 59 8 神明公園が完成
1984 昭和 59 8 ロス五輪に岡谷市出身の小池明宏君が出場
1984 昭和 59 9 長地小が「よい歯の学校日本一」に
1984 昭和 59 9 県婦人総合センターがオープン
1984 昭和 59 9 小萩K団地1棟が完成
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西暦 元号 年 月 主な項目 年 主な事件
小項目に掲載する主な事項

章 大項目 中項目 年代 総合計画 市長
時代背景

1984 昭和 59 10 県テクノフェアへ市内の５社１団体が出品
1984 昭和 59 10 ソニー理科教育振興資金の最優秀校に長地小、優秀校に岡谷小
1984 昭和 59 11 川岸地区住居表示-川岸上、川岸中が実施に
1984 昭和 59 12 川岸地区住居表示-川岸西、川岸東が実施に
1985 昭和 60 1 塩嶺病院が長野県心疾患基幹病院の指定を受ける 60 日本の総人口約1億2100万人に
1985 昭和 60 3 第1、第2、第5消防分団の屯所が完成 60 日本電信電話公社民営化
1985 昭和 60 3 東伊豆町と姉妹都市を締結 60 国際科学技術博覧会　科学万博つくば'85開催
1985 昭和 60 3 諏訪広域圏がテレトピアモデル都市に指定 60 日本専売公社民営化
1985 昭和 60 3 岡谷駅０番線が開業 60 日本航空123便墜落事故
1985 昭和 60 4 保健センターがオープン 60 全国の小中学校で「いじめ」が横行し社会問題に
1985 昭和 60 4 岡谷市行政改革推進本部を設置
1985 昭和 60 5 常現寺水源の通水式
1985 昭和 60 6 湊小坂の試掘調査で復元可能な押型文土器など多数が出土
1985 昭和 60 6 台風6号で市内各所に被害が発生
1985 昭和 60 6 市内全保育園に親子文庫を開設
1985 昭和 60 6 中央道長野線岡谷トンネルが貫通
1985 昭和 60 7 全国中学競漕大会で南部中が2位に
1985 昭和 60 7 小井川コロンボが学童軟式野球全国大会への出場権を獲得
1985 昭和 60 8 社団法人岡谷市シルバー人材センターが発足
1985 昭和 60 8 狩野芳崖の「諸葛孔明の図」の購入を決定
1985 昭和 60 8 小萩K-2団地が完成
1985 昭和 60 9 ビア・アピタ岡谷店がオープン
1985 昭和 60 9 「アピス岡谷」屋内プール、スケートリンクがオープン
1985 昭和 60 10 第1回アジアローラースケート総合選手権大会開催
1985 昭和 60 10 下水道整備-長地幹線の工事に着手
1985 昭和 60 10 金山工場団地（赤羽3丁目）の分譲開始
1985 昭和 60 10 赤羽、南宮、若宮など４地区の住居表示を実施
1985 昭和 60 10 県道下諏訪辰野線観蛍橋の開通式が盛大に行われる
1985 昭和 60 11 岡工ラグビー部が花園への出場権を獲得
1985 昭和 60 11 市営庭球場が完成
1985 昭和 60 12 東日本フィギュアスケート選手権大会が開かれる
1986 昭和 61 2 全国中学校スケート競技大会がアピス岡谷リンクで開催 61 富士フィルム「写ルンです」発売
1986 昭和 61 2 消防団に日本消防協会から「金まとい」が贈られる 61 男女雇用均等法成立
1986 昭和 61 3 財団法人岡谷市振興公社発足 61 バブル景気始まる
1986 昭和 61 3 中央道長野線インターチェンジが供用開始に 61 三原山大噴火
1986 昭和 61 3 新清掃工場が完成 61 チェルノブイリ原発事故
1986 昭和 61 3 内山水源が完成
1986 昭和 61 4 新しい国民年金制度施行、全国民が加入
1986 昭和 61 5 寝たきり老人などを対象とした「移動入浴サービス」がスタート
1986 昭和 61 5 ㈱諏訪広域総合情報センタの事務所開所式行われる
1986 昭和 61 6 塚間川激特事業-全線が新河川に切替わる
1986 昭和 61 7 除籍簿や改正原戸籍のマイクロフィルム化作業始まる
1986 昭和 61 7 中央道長野線塩尻トンネルが貫通
1986 昭和 61 8 丸中跡地-借地契約に調印
1986 昭和 61 8 湖畔多目的広場が完成
1986 昭和 61 9 市制施行50周年記念事業「長野ハイテクフェア」開催
1986 昭和 61 9 市議会議員の定数削減を可決（次回選挙から28人に）
1986 昭和 61 9 初の市民ローラースケート大会開かれる

1986 昭和 61 10
50周年記念事業「岡谷やまびこフェスティバル」で初の各区対抗エー
スドッジボール大会開催

1986 昭和 61 11
岡谷市老人クラブ連合会（現：～高齢者クラブ～）30周年記念誌発
行

1987 昭和 62 2 方久保水源の通水式 62 国鉄分割民営化
1987 昭和 62 2 新市庁舎開庁式行われる-庁内LANも稼働 62 携帯電話の登場
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西暦 元号 年 月 主な項目 年 主な事件
小項目に掲載する主な事項

章 大項目 中項目 年代 総合計画 市長
時代背景

1987 昭和 62 3 中小企業経営雇用対策室を開設 62 利根川進博士ノーベル医学・生理学賞受賞
1987 昭和 62 4 （社）岡谷下諏訪広域シルバー人材センターが発足 62 東北自動車道が全線開通
1987 昭和 62 4 市の財務会計システム運用開始 62 NTT上場、携帯電話サービス開始
1987 昭和 62 4 高架下公園が完成オープン 62 ニューヨーク株式市場大暴落（ブラックマンデー）
1987 昭和 62 4 市議会議員選挙 62 大韓航空機爆破事件
1987 昭和 62 5 市消防本部・消防署が旧市庁舎に移転
1987 昭和 62 7 岡谷・諏訪-新宿間の高速バスが運行開始に

1987 昭和 62 7
中小企業経営雇用対策室に経済情報システム、日経テレコムを導
入

1987 昭和 62 8 鳥居平やまびこ公園すべての施設が完成
1987 昭和 62 8 塚間川激甚災害対策特別緊急事業の完成式
1987 昭和 62 9 成田公園の整備が完了
1987 昭和 62 9 市営住宅小萩団地K-3棟が完成
1987 昭和 62 10 第1回各区対抗、市民エース・ドッジボール大会
1987 昭和 62 10 大商業祭「楽楽市」初の開催
1988 昭和 63 2 消防団統合25周年記念式典－ブロンズ像の除幕も 63 青函トンネル、瀬戸大橋開通
1988 昭和 63 2 医師会附属准看護学院の竣工式 63 1998冬季オリンピック国内候補地に長野決定
1988 昭和 63 3 第２次岡谷市総合計画（基本構想）が市議会で議決 63 東京ドーム開場
1988 昭和 63 3 長野自動車道（岡谷～松本）開通 63 リクルート事件
1988 昭和 63 3 鶴峯会館全面改築完成
1988 昭和 63 3 失業対策事業の廃止

1988 昭和 63 4
市の動態的組織がスタート（係の廃止、主幹の配置、主査以下の部
配置など）

1988 昭和 63 4 6市町村統一住民行政サービスシステムが開始
1988 昭和 63 5 株式会社サンコーが塩尻市へ本社移転
1988 昭和 63 6 幼稚園での親子文庫スタート
1988 昭和 63 6 1998冬季オリンピック国内候補地に長野決定
1988 昭和 63 7 新釜口水門完成式
1988 昭和 63 7 高架下公園が国の手づくり郷土（ふるさと）賞に選ばれる
1988 昭和 63 9 新技術・新製品開発助成事業の第１回補助対象事業決まる
1988 昭和 63 9 公共下水道工事、湊地区でも開始
1988 昭和 63 10 長野県精密工業試験場の全面改築整備が竣工
1988 昭和 63 10 小口太郎顕彰碑等除幕
1988 昭和 63 11 企業情報ネットワークの始動式
1988 昭和 63 12 水源監視システム整備完了（CATV回線）
1988 昭和 63 12 今井西土地区画整理事業の宅地造成工事完成
1988 昭和 63 12 会社役員の野口誧一氏が岡谷市に温泉を譲渡
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s53-62　岡谷市総合計画
（前期S53-57年度、後期
S58-62年度)　人間尊重を
基本理念として、
・住みよい快適な生活環
境のまち
・健康で明るい市民生活
のできるまち
・創造性あふれる人づくり
とかおり高い文化のまち
・豊かな産業と活力あふ
れるまち

岡谷市第２次総合計画
（前期：S63-H4年度、H5-
H12年度)
将来都市像：豊かな自然
と調和した国際文化産業
都市
基本理念：
・あたたかい心でまじわる
人間尊重のまち
・住みよい快適な生活環
境のまち
・健康で明るい市民生活
のできるまち
・創造性あふれる人づくり
とかおり高い文化のまち
・豊かな産業と活力あるま
ち
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西暦 元号 年 月 主な項目 年 主な事件
小項目に掲載する主な事項

章 大項目 中項目 年代 総合計画 市長
時代背景

1989 平成 1 2 長野相互銀行が普通銀行に転換し「長野銀行」としてスタート 1 ゲームボーイ発売
1989 平成 1 3 県による大川改修工事が完了 1 横浜ベイブリッジ、幕張メッセ完成
1989 平成 1 3 樋沢水源通水式 1 消費税スタート
1989 平成 1 3 天竜橋の開通式 1 ベルリンの壁崩壊
1989 平成 1 4 印鑑登録証をIDカード方式に改める 1 天安門事件
1989 平成 1 4 下水道普及率が県下17市中トップに 1 東西冷戦終結
1989 平成 1 4 温泉事業を開始
1989 平成 1 6 顔面把手付深鉢形土器が国の重要文化財に指定される
1989 平成 1 7 鳥居平やまびこ公園が日本の都市公園100選に
1989 平成 1 7 市営中村C-1団地が完成
1989 平成 1 7 第１回産学技術交流研究会
1989 平成 1 8 岡谷市文化会館 カノラホールが完成オープン
1989 平成 1 9 市民小井川プール閉場（後に宗平寺公園）
1989 平成 1 9 橋原の水道山公園が完成
1989 平成 1 10 今井西土地区画整理事業の多目的広場、公園など完成
1989 平成 1 10 出早公園で長野県自然百選選定記念碑除幕
1989 平成 1 11 旧釜口水門の撤去工事始まる
1989 平成 1 11 地域情報化サミット「信州ニューメディア祭’89」開催
1989 平成 1 11 エースドッジボール全国大会開かれる
1989 平成 1 11 今井西土地区画整理事業の工事完成記念式典
1989 平成 1 11 諏訪湖ハイツで温泉の引湯管敷設工事終了に伴う試験放流
1990 平成 2 2 古紙再生紙の利用と紙類の分別回収を始める 2 第１回大学入試センター試験実施

1990 平成 2 2
ふるさと創生1億円事業が「やまびこスケートの森」整備事業に決ま
る

2
TBS記者秋山豊寛氏、日本人初の宇宙飛行士に

1990 平成 2 3 都市サインを２２カ所に設置
1990 平成 2 3 「カノラホールソサエティ」が発足
1990 平成 2 3 諏訪湖畔で掘り当てた温泉の名前を「岡谷温泉」と決定
1990 平成 2 3 温泉スタンドが完成
1990 平成 2 4 東京理科大学諏訪短期大学が開設される
1990 平成 2 4 区長会が当番区制を廃止、区長会長制度を導入
1990 平成 2 4 太陽神戸銀行と三井銀行が合併して太陽神戸三井銀行が発足
1990 平成 2 4 市役所の第2、第4土曜日閉庁始まる

1990 平成 2 4
社会保険庁建設の長野保健福祉センター「ヘルシーパル岡谷」オー
プン

1990 平成 2 6 丸中跡地-有料駐車場が開場
1990 平成 2 7 湯殿山にドイツ村「シェーンブルクの森」建設計画を市議会に説明
1990 平成 2 7 土地開発公社が駒沢山之田宅地造成用地の買収を地権者と調印
1990 平成 2 7 横河川がラブリバー制度に認定される
1990 平成 2 8 国指定「高齢者の生きがいと健康づくり推進事業」の概要決まる
1990 平成 2 9 御所工場団地（長地御所2丁目）の分譲開始
1990 平成 2 10 湯殿山造成工事が始まる
1990 平成 2 11 諏訪湖ハイツに展望大浴場完成、竣工式
1990 平成 2 11 屋内水泳プール採暖室に岡谷温泉を利用した浴槽完成
1990 平成 2 12 住宅地造成促進事業を初適用したうつぎ団地が完成
1990 平成 2 12 諏訪広域窓口事務システムが始まる
1990 平成 2 12 御所工場団地の竣工式
1990 平成 2 12 第1回個人情報保護運営審議会を開催

1990 平成 2 12
岡谷新都市開発（西山開発）構想が国の地方都市開発整備事業に
採択

1990 平成 2 12 火葬場火葬炉の全面改修工事が完成
1990 平成 2 12 竜上橋開通式

1991 平成 3 3
榎垣外遺跡から平成2年12月に出土した顔面把手付深鉢形土器を
復元

3
ソビエト連邦崩壊

1991 平成 3 3 長野県エースドッジボール協会が発足 3 バブル経済崩壊、平成不況へ
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岡谷市第２次総合計画
（前期：S63-H4年度、H5-
H12年度)
将来都市像：豊かな自然
と調和した国際文化産業
都市
基本理念：
・あたたかい心でまじわる
人間尊重のまち
・住みよい快適な生活環
境のまち
・健康で明るい市民生活
のできるまち
・創造性あふれる人づくり
とかおり高い文化のまち
・豊かな産業と活力あるま
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西暦 元号 年 月 主な項目 年 主な事件
小項目に掲載する主な事項

章 大項目 中項目 年代 総合計画 市長
時代背景

1991 平成 3 3 湖北衛生センターの全面改築工事が完成 3 大学入試センター試験始まる
1991 平成 3 3 駒沢山之田宅地造成工事が完成 3 湾岸戦争勃発
1991 平成 3 3 市納税組合が解散 3 育児休業法が成立
1991 平成 3 4 岡谷市内でスパイクタイヤの使用が禁止に
1991 平成 3 4 湖北行政事務組合が発足
1991 平成 3 4 岡谷市防災行政無線がスタート
1991 平成 3 4 市議会議員選挙
1991 平成 3 4 市内の中学校にＡＥＴ（英語指導助手）を導入
1991 平成 3 4 湯殿山の造成工事が完成

1991 平成 3 7
長地地区の消防緊急専用電話が１１９番になり、市内全地域が統一
化される

1991 平成 3 9 旧渡辺家の修理・復元工事が完成し、一般公開
1991 平成 3 9 岡谷和楽荘移転改築・デイサービスセンターの建設工事が完成
1991 平成 3 10 和楽荘移転完了、業務開始、短期入所事業も開始
1991 平成 3 12 市内の小学校にパソコンを６台ずつ設置
1991 平成 3 12 川岸丸山工場団地（川岸中2丁目）の分譲開始
1992 平成 4 1 岡谷市デイサービスセンター（和楽荘併設）の業務が始まる 4 ＰＫＯ協力法成立

1992 平成 4 2
ドイツ村「シェーンブルクの森」の計画内容などを市議会全員協議会
で了承

4
官公庁が完全週休２日制を導入

1992 平成 4 3 岡谷病院で、超伝導MRIシステムを導入 4 公立学校で学校週５日制導入
1992 平成 4 3 塩嶺病院に検診車が配備される
1992 平成 4 3 （財）岡谷市国際交流協会が設立
1992 平成 4 3 旧イチヤマカ林國蔵邸の敷地を土地開発公社が市に寄付
1992 平成 4 4 「アピス岡谷」が閉鎖
1992 平成 4 4 太陽神戸三井銀行がさくら銀行に名称変更
1992 平成 4 4 「フレンドリー教室」を設置
1992 平成 4 5 川岸丸山工場団地の分譲企業が決定
1992 平成 4 5 （財）岡谷市国際交流協会の事務局を市役所に開設
1992 平成 4 6 川岸駅が無人化に
1992 平成 4 7 市まちづくりカナダ都市視察団がカナダを視察
1992 平成 4 7 市営マレットゴルフ場が社会福祉センターに完成
1992 平成 4 8 岡谷南部中学校体育館が全焼
1992 平成 4 9 初の夜間総合防災訓練
1992 平成 4 9 学校週5日制を段階的に導入（月１回）H7～月２回、H14～完全実施
1992 平成 4 10 花岡丸山宅地造成工事が完成、竣工式
1992 平成 4 10 カノラ少年少女合唱団の第1回演奏会
1992 平成 4 11 ながの東急が都心地区開発に出店表明
1992 平成 4 11 住居表示-市民総合体育館周辺で「湖畔4丁目」「南宮3丁目」実施
1992 平成 4 12 「株式会社やまびこスケートの森」が設立
1993 平成 5 1 外国人の指紋押なつ廃止など外国人登録法の一部改正施行 5 法隆寺・姫路城・屋久島・白神山地　世界遺産登録
1993 平成 5 1 市役所土曜日完全閉庁を実施 5 Ｊリーグ開幕
1993 平成 5 2 長地小、神明小、川岸小校庭のスケート場を閉鎖 5 ヨーロッパ連合（ＥＵ）が発足
1993 平成 5 4 指定ごみ袋によるごみ収集を開始
1993 平成 5 4 塩嶺王城パークラインが開通
1993 平成 5 5 障害者の共同作業所「ひだまりの家」が開所
1993 平成 5 5 公共下水道川岸幹線の工事に着手
1993 平成 5 7 湖畔公園が皇太子殿下御成婚記念公園に指定される
1993 平成 5 7 信州博覧会で岡谷太鼓を披露
1994 平成 6 2 第1回児童版画展 6 関西国際空港開港
1994 平成 6 3 岡谷市女性行動計画策定 6 松本サリン事件
1994 平成 6 3 工業活性化計画を策定 6 日本発の国産ロケット打ち上げ成功
1994 平成 6 4 勤労者福祉サービスセンターを開設 6 中華航空機墜落事故
1994 平成 6 4 上浜保育園休園 6 大江健三郎ノーベル文学賞受賞
1994 平成 6 5 旧林家住宅の一般公開が始まる
1994 平成 6 5 真徳寮閉所式が行われる
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岡谷市第２次総合計画
（前期：S63-H4年度、H5-
H12年度)
将来都市像：豊かな自然
と調和した国際文化産業
都市
基本理念：
・あたたかい心でまじわる
人間尊重のまち
・住みよい快適な生活環
境のまち
・健康で明るい市民生活
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西暦 元号 年 月 主な項目 年 主な事件
小項目に掲載する主な事項

章 大項目 中項目 年代 総合計画 市長
時代背景

1994 平成 6 6 デイサービスセンターでの施設入浴サービスを開始
1994 平成 6 7 湖畔公園に「いこいとやすらぎのゾーン」が開園
1994 平成 6 7 やまびこスケートの森アイスアリーナがオープン
1994 平成 6 7 松本空港ジェット化開港　大阪便、札幌便、福岡便運航
1994 平成 6 9 岡谷市景観形成ガイドプランを策定
1994 平成 6 11 岡谷市やまびこ国際スケートセンターがオープン
1995 平成 7 1 全日本スプリントスピードスケート選手権大会等が開かれる 7 Windows95発売
1995 平成 7 4 岡谷市勤労者互助会と下諏訪町勤労者互助会が合併・改組設立 7 阪神淡路大震災
1995 平成 7 4 諏訪広域図書館情報ネットワークシステムがスタート 7 地下鉄サリン事件
1995 平成 7 4 湖畔パークウェイ・岡谷湖畔公園完成記念イベント 7 Amazon.comがサービス開始
1995 平成 7 4 市議会議員選挙
1995 平成 7 8 健康福祉施設「ロマネット」オープン
1995 平成 7 8 横川山が「水源の森百選」に選ばれる
1995 平成 7 9 阪神・淡路大震災の教訓を生かし、防災訓練を各地区ごとに実施
1995 平成 7 9 岡谷市長選挙　林新一郎氏が初当選
1995 平成 7 10 小口保育園で一時保育事業を開始
1995 平成 7 11 終戦50周年を記念し湖畔公園に「平和祈念碑」を建立
1995 平成 7 11 岡谷市公式ホームページ開設
1995 平成 7 12 アジアフィギアスケート選手権大会が開かれる
1995 平成 7 12 市民の意見・提言を聞く「アイデアメール」を設置
1996 平成 8 2 塩嶺林間工場団地（字西山）の分譲開始 8 新商品ポケットモンスター、たまごっち
1996 平成 8 3 岡谷市を「人権尊重都市」と宣言 8 検索サイト「Yahoo!JAPAN」サービス開始
1996 平成 8 3 小井川浄水場築造工事が終了 8 携帯電話が1000万台を突破
1996 平成 8 3 捷径橋架替工事が終了
1996 平成 8 3 竜上橋取付道路築造工事が終了
1996 平成 8 4 市の制度資金に開業資金を新設
1996 平成 8 4 岡谷市中小企業経営技術相談所を開設
1996 平成 8 5 岡谷市在宅介護支援センターを開設（老人保健施設白寿荘）
1996 平成 8 7 3歳未満乳幼児全員の医療費が無料となる
1996 平成 8 7 塩嶺病院の緩和ケア病棟が完成

1996 平成 8 7
「塩嶺の小鳥のさえずり」が環境庁の“日本の音風景百選”に選ばれ
る

1996 平成 8 9 第2次岡谷市行政改革大綱を策定
1996 平成 8 10 中央本線連続立体交差事業の高架新線が開通
1996 平成 8 11 岡谷市連合壮年会が創立50周年記念講演会開催、記念誌を発刊

1996 平成 8 12
中央町1・2丁目商店街が、景観形成住民協定を締結し、県から認定
される

1996 平成 8 12 「うなぎのまち岡谷の会」が発足
1996 平成 8 12 ファミリースケートデーを設けてスケート場を無料開放
1997 平成 9 2 西山地区に計画していた岡谷新都市開発事業の中止を決定
1997 平成 9 2 岡谷市連合婦人会創立50周年記念式典 9 日本版金融危機
1997 平成 9 3 川岸スポーツ広場整備工事が完成 9 大阪ドーム、ナゴヤドーム完成
1997 平成 9 3 旧和楽荘跡地に教員住宅1棟が完成 9 神戸連続児童殺傷事件
1997 平成 9 4 長野県創業支援センター岡谷センター開所 9 楽天市場開設
1997 平成 9 4 岡谷保健所が廃止、諏訪保健所へ統合 9 アクアライン開通
1997 平成 9 4 空き缶と金属類が週１回の回収へ
1997 平成 9 4 やまびこ公園内の「プリンス＆スカイラインミュージアム」がオープン

1997 平成 9 4
改正地域保健法の全面施行、母子保健サービスが保健所から市へ
権限移譲

1997 平成 9 4 サンリツプラザがオープン
1997 平成 9 4 岡谷市訪問看護ステーション（岡谷病院内）が開所
1997 平成 9 4 福祉タクシー「おかやふくし～」運行開始
1997 平成 9 4 シルクフェァinおかや開催
1997 平成 9 4 「うなぎのまち岡谷」の事業が本格的に始動
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岡谷市第２次総合計画
（前期：S63-H4年度、H5-
H12年度)
将来都市像：豊かな自然
と調和した国際文化産業
都市
基本理念：
・あたたかい心でまじわる
人間尊重のまち
・住みよい快適な生活環
境のまち
・健康で明るい市民生活
のできるまち
・創造性あふれる人づくり
とかおり高い文化のまち
・豊かな産業と活力あるま
ち
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西暦 元号 年 月 主な項目 年 主な事件
小項目に掲載する主な事項

章 大項目 中項目 年代 総合計画 市長
時代背景

1997 平成 9 5 第1回中小企業都市サミットが東大阪市で開催
1997 平成 9 7 中央町再開発事業１街区商業ビルと横断歩道橋が完成
1997 平成 9 8 中央町再開発事業２街区駐車場棟が完成
1997 平成 9 8 市議会に「議事録検索システム」が稼働
1997 平成 9 9 総合防災訓練を上の原小学校で実施　松本の自衛隊が初参加
1997 平成 9 9 おかや東急スクェアがオープン

1997 平成 9 11
「ドイツ村」の建設を進めていた「シェーンブルクの森」が２回の不渡
り

1998 平成 10 1
数十年ぶりの記録的な大雪（３回）に、除雪など補正予算を組み対
応

10
冬季長野オリンピック開催

1998 平成 10 1 長野パラリンピックに出場する加藤正選手の壮行会を市役所で開催 10
サッカーワールドカップ出場

1998 平成 10 2 長野オリンピックの聖火リレーが市内で行われる 10 郵便番号７桁に
1998 平成 10 3 東堀線が竣工し、開通式が行われる 10 映画「タイタニック」
1998 平成 10 3 岡谷市商業振興ビジョンを策定 10 米アップル社がiMacを日本で発売
1998 平成 10 3 長地東堀地籍で造成した宅地10区画を分譲 10 google社設立
1998 平成 10 3 東堀水源等5水源に高度浄水処理施設を設置
1998 平成 10 3 諏訪地域伝染病施設組合が解散

1998 平成 10 3
諏訪郡市6市町村救護施設組合が諏訪広域行政組合への統合によ
り解散

1998 平成 10 4 諏訪広域行政組合が発足
1998 平成 10 4 日本童画美術館 イルフ童画館がオープン
1998 平成 10 4 「きぬのふるさと岡谷絹工房」がオープン

1998 平成 10 4
保育所入所制度が措置から保護者の選択へと変更、私的契約、広
域入所開始

1998 平成 10 5 学校法人「豊南学園」が岡谷市に四年制の単科大学開設を要望
1998 平成 10 5 岡谷つばさ共同作業所が完成
1998 平成 10 8 「諏訪広域圏ごみ処理広域化計画」策定
1998 平成 10 10 「岡谷市防災ガイド」を作成、全戸配布

1998 平成 10 11
介護保険制度に関する説明会が始まる　介護保険500日前イベント
開催

1998 平成 10 11 新作オペラ「御柱」が上映される
1998 平成 10 11 第2回中小企業都市サミットが東京都大田区で開催
1998 平成 10 11 中央通り1・2丁目プロムナード「童画館通り」整備事業が竣工
1998 平成 10 12 岡谷市環境基本条例を公布、施行
1998 平成 10 12 CATV網を利用した製造業のインターネット活用デモが開催される
1998 平成 10 12 「岡谷市緊急経済対策推進室」を設置
1999 平成 11 1 市営住宅中村C団地C-2棟が完成 11 上信越自動車道が全線開通
1999 平成 11 2 湯殿山の土地を買い戻す方針を市議会に報告 11 ＥＵ、単一通貨ユーロ導入
1999 平成 11 2 第３次岡谷市総合計画（基本構想）が市議会で議決 11 ソニーがペットロボットＡＩＢＯ発売
1999 平成 11 3 国の緊急経済対策の一環として地域振興券を交付 11 コンピューター２０００年問題
1999 平成 11 3 庁内の文書管理にファイリングシステムを導入して規則改正
1999 平成 11 3 市民総合体育館新体育館が完成
1999 平成 11 3 岡谷駅南北自由通路、中浦通線、駅前自転車駐車場完成
1999 平成 11 3 伝染病隔離病舎廃止
1999 平成 11 4 諏訪広域消防がスタート
1999 平成 11 4 情報公開条例施行
1999 平成 11 4 郷土学習館が完成
1999 平成 11 4 市議会議員選挙
1999 平成 11 5 在宅複合型施設「ウェルハートおかや」開所
1999 平成 11 5 第1回塩嶺王城パークラインマラソン開催
1999 平成 11 5 ４年生大学誘致の考えを市議会全員協議会に報告
1999 平成 11 6 豪雨により市内各所に被害
1999 平成 11 9 「産業活性化センター調査検討委員会」発足
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岡谷市第２次総合計画
（前期：S63-H4年度、H5-
H12年度)
将来都市像：豊かな自然
と調和した国際文化産業
都市
基本理念：
・あたたかい心でまじわる
人間尊重のまち
・住みよい快適な生活環
境のまち
・健康で明るい市民生活
のできるまち
・創造性あふれる人づくり
とかおり高い文化のまち
・豊かな産業と活力あるま
ち
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西暦 元号 年 月 主な項目 年 主な事件
小項目に掲載する主な事項

章 大項目 中項目 年代 総合計画 市長
時代背景

1999 平成 11 10 ガラスびんの分別回収スタート
1999 平成 11 10 「岡谷市コンピュータ西暦２０００年問題危機管理計画」を策定

1999 平成 11 12
市立岡谷病院に岡谷市在宅介護支援センターを開所（H18～介護福
祉課へ）

2000 平成 12 2 チャイルドシート購入補助金開始 12 介護保険制度が始まる
2000 平成 12 3 湖畔公園にマレットゴルフ場が完成 12 ＢＳデジタルテレビ放送開始
2000 平成 12 3 一般廃棄物最終処分場工事（樋沢）が完了 12 ハッピーマンデー制度が導入
2000 平成 12 3 第３１回春高バレーで岡谷工業高校バレー部が三連覇を達成 12 三宅島噴火
2000 平成 12 3 第1回日本童画大賞審査結果を発表 12 筑波大学名誉教授白川英樹がノーベル化学賞受賞
2000 平成 12 4 情報保護条例施行 12 ＢＳデジタル放送スタート
2000 平成 12 4 「岡谷市環境基本計画」を策定
2000 平成 12 4 岡谷市都市計画マスタープランを策定
2000 平成 12 4 介護保険制度が始まる
2000 平成 12 4 「福祉コミュニティおかや21プラン」を策定
2000 平成 12 5 「愛の鐘」の曲目に「琵琶湖周航の歌」を追加
2000 平成 12 6 西堀区の「いきいきデイ西堀」がスタート
2000 平成 12 7 諏訪6市町村による広域連合がスタート
2000 平成 12 7 シルキーバスが2ルートで試行運転を開始
2000 平成 12 7 姉妹都市締結35周年でマウントプレザント市へ訪問団を派遣
2000 平成 12 7 国際産業交流事業でイスラエルを視察団が訪問
2000 平成 12 7 高齢者生きがいづくり事業で「ふれあいプラザみなと」がスタート

2000 平成 12 7
岡谷市市民健康福祉推進懇話会から移行した地域福祉支援会議を
開催

2000 平成 12 8
学校法人豊南学園より「大学設置にかかる要望書」取り下げの申し
入れ

2000 平成 12 9 総合防災訓練を夜間に実施（湊小学校校庭）
2000 平成 12 10 ペットボトル・白色トレイの分別回収が始まる
2000 平成 12 10 長地外河原地籍の9区画を宅地分譲
2000 平成 12 11 「湖北トンネル」貫通式典開催
2000 平成 12 11 ごみ減量等推進市民会議が設立総会を開催
2000 平成 12 12 第１回農業シンポジウム開催
2000 平成 12 12 岡谷青年会議所が、カノラホールで解散式、38年間の歴史に幕
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岡谷市第２次総合計画
（前期：S63-H4年度、H5-
H12年度)
将来都市像：豊かな自然
と調和した国際文化産業
都市
基本理念：
・あたたかい心でまじわる
人間尊重のまち
・住みよい快適な生活環
境のまち
・健康で明るい市民生活
のできるまち
・創造性あふれる人づくり
とかおり高い文化のまち
・豊かな産業と活力あるま
ち
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西暦 元号 年 月 主な項目 年 主な事件
小項目に掲載する主な事項

章 大項目 中項目 年代 総合計画 市長
時代背景

2001 平成 13 1 記録的な豪雪 13 ＪＲ東日本の「Suica」登場
2001 平成 13 2 芝浦工業大学と新学部誘致の検討開始 13 中央省庁再編
2001 平成 13 2 塩嶺病院看護婦宿舎完成 13 デフレ進行、失業率5%台、大型倒産相次ぐ

2001 平成 13 2
田中知事が「脱ダム宣言」を行い、下諏訪ダム事業の建設中止を表
明

13
ユニバーサルスタジオジャパンがオープン

2001 平成 13 3 清掃工場のダイオキシン類削減対策事業が完成 13 東京ディズニーシーが開園
2001 平成 13 3 岡谷市中心市街地活性化基本計画を策定 13 アメリカ同時多発テロ発生
2001 平成 13 3 第1回シルク・ミュージアム・サミットが始まる 13 野依良治名古屋大学教授がノーベル化学賞を受賞
2001 平成 13 3 市立岡谷病院看護専門学校で閉校式 13 米アップル社が日本でiPodを発売
2001 平成 13 3 市観光物産館を閉鎖
2001 平成 13 4 下水道事業に公営企業法を適用
2001 平成 13 4 さくら銀行と住友銀行が合併して三井住友銀行となる
2001 平成 13 4 第3子の保育料を無料化
2001 平成 13 6 長野県総合防災訓練を岡谷市で開催
2001 平成 13 6 戸籍の電算化がスタート
2001 平成 13 7 イトーヨーカドー岡谷店が17年間にわたる営業を終えて閉店

2001 平成 13 7
市内の農業関係団体が一つになった市農業振興連絡協議会が設
立

2001 平成 13 8 「岡谷市緊急経済対策室」を設置
2001 平成 13 8 平和体験研修として、４中学校３年生代表１６名を広島市へ派遣
2001 平成 13 9 小規模テナントによる専門店街ララオカヤ一階部分が営業開始
2001 平成 13 10 長地地区（横河川以東）住居表示を実施
2001 平成 13 10 大相撲岡谷場所が市民総合体育館で開催される
2001 平成 13 11 神明町一丁目、堀ノ内一丁目で宅地分譲
2001 平成 13 11 中国へ産業視察
2001 平成 13 11 国道20号バイパス長地トンネルの貫通式
2001 平成 13 11 「岡谷市除雪マニュアル」を策定
2001 平成 13 12 出の洞で宅地分譲
2001 平成 13 12 「寒の土用丑の日」が商標登録される

2002 平成 14 1 おかや東急百貨店撤退発表 14
小柴昌俊　元東京大学・東海大學教授ノーベル物理学
賞受賞

2002 平成 14 4 学校五日制のスタートで、田中小学校に土曜学童クラブ開設 14 田中紘一東北大学名誉博士　ノーベル化学賞受賞
2002 平成 14 4 第3次岡谷市行政改革大綱スタート 14 ペイオフ制度導入
2002 平成 14 4 長地保育園で休日保育を開始 14 住民基本台帳ネットワーク稼働
2002 平成 14 4 おかや子育て憲章を制定 14 ＦＩＦＡワールドカップ　日韓大会
2002 平成 14 4 岡谷市役所岡谷駅前出張所業務開始 14 学校週５日制（ゆとり教育）スタート

2002 平成 14 4 岡谷市が東海地震の地震防災対策強化地域に指定される 14
小柴昌俊東京大学名誉教授がノーベル物理学賞、田
中耕一氏がノーベル化学賞受賞。

2002 平成 14 5 インドネシア商工業大臣等が来岡 14 「諏訪地域6市町村任意合併協議会」が発足
2002 平成 14 6 テクノプラザおかやオープン
2002 平成 14 6 中央町再開発ビルリニューアルオープン
2002 平成 14 6 田中知事が下諏訪ダム事業の建設中止を表明
2002 平成 14 6 市民屋内水泳プールで小学生が死亡する事故が発生
2002 平成 14 7 岡谷丸山遺跡から、縄文前期とみられる石器（矢柄研磨器）が出土
2002 平成 14 8 住民基本台帳ネットワークシステムスタート
2002 平成 14 10 地域インターネット稼働式
2002 平成 14 10 市民オーケストラ「カノラータ・オーケストラ」の第一回定期演奏会
2002 平成 14 10 市議会議員の定数を24人とする条例改正
2002 平成 14 10 諏訪地域6市町村任意合併協議会設立総会が開催
2002 平成 14 10 第1回諏訪圏工業メッセが諏訪市内で開催
2002 平成 14 10 中央町再開発ビルの愛称がイルフプラザに決定
2002 平成 14 11 長地山の手土地区画整理事業が完成
2002 平成 14 12 旧林家住宅が国の重要文化財に指定
2003 平成 15 2 岡谷市公民館、市民会館、婦人の家閉館式 15 小惑星探査機「はやぶさ」打ち上げ

第３次岡谷市総合計画
（前期：H11-H15年度、後
期H16-H20年度)
将来都市像：人と自然が
共生する健康文化産業都
市
基本目標：
・あたたかい心でまじわ
り、住みよい人間尊重の
まちをつくります
・自然を保護し、公害のな
い美しい環境のまちをつく
ります
・心身をきたえ、明るい健
康のまちをつくります
・教養を深め、かおり高い
文化のまちをつくります
・仕事に誇りをもち、豊か
な産業のまちをつくります
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岡谷市第２次総合計画
（前期：S63-H4年度、H5-
H12年度)
将来都市像：豊かな自然
と調和した国際文化産業
都市
基本理念：
・あたたかい心でまじわる
人間尊重のまち
・住みよい快適な生活環
境のまち
・健康で明るい市民生活
のできるまち
・創造性あふれる人づくり
とかおり高い文化のまち
・豊かな産業と活力あるま
ち
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西暦 元号 年 月 主な項目 年 主な事件
小項目に掲載する主な事項

章 大項目 中項目 年代 総合計画 市長
時代背景

2003 平成 15 2 岡谷市で初めての地域サポートセンターが西堀区でスタート 15 日経平均株価バブル崩壊後最安値
2003 平成 15 2 県道岡谷茅野線の湊バイパスが完成し、小坂の現地で開通式 15 新型肺炎(SARS)が中国などで大流行
2003 平成 15 2 「岡谷市地震防災強化計画」策定 15 地上デジタルテレビ放送開始
2003 平成 15 2 テクノプラザおかや「ものづくりフェア2003」開催 15 自衛隊イラク派遣
2003 平成 15 3 湖畔四丁目、南宮二丁目、川岸東五丁目で宅地分譲 15 イラク戦争
2003 平成 15 3 県道岡谷茅野線（湖周バイパス）開通 15 地上デジタルテレビ放送が東京等でスタート
2003 平成 15 3 インターネットによる公共施設予約システム導入
2003 平成 15 3 イルフプラザがグランドオープン
2003 平成 15 3 岡谷市公民館、岡谷市婦人の家、岡谷市民会館を廃止

2003 平成 15 4
イルフプラザ3階に開設した生涯学習館（カルチャーセンター）本稼
働

2003 平成 15 4 イルフプラザ4階に開設した子育て支援館（こどものくに）本稼働
2003 平成 15 4 岡谷市公金の納付が郵便局でも可能となる

2003 平成 15 4
福祉相談と心配ごと相談とを統合し、新たに保健福祉総合相談とし
て実施

2003 平成 15 4 介護保険事業が諏訪広域連合を保険者としてスタート
2003 平成 15 4 旧岡谷上水道滝の沢集水溝が、国の登録有形文化財に指定
2003 平成 15 4 市議会議員選挙
2003 平成 15 5 岡谷スタンプがカード化を決定（おかぽんカード）
2003 平成 15 6 防災情報システム導入
2003 平成 15 8 住民基本台帳カード交付開始
2003 平成 15 8 社会福祉センター閉館（諏訪湖ハイツへの機能移転）
2003 平成 15 9 おかや総合福祉センター（諏訪湖ハイツ）オープン
2003 平成 15 10 神明町二丁目で宅地分譲
2003 平成 15 10 丸山橋開通式
2003 平成 15 10 岡谷市更生保護婦人会（現：～女性会）創立50周年記念式典開催
2003 平成 15 11 合併市民アンケート実施
2003 平成 15 11 ごみ減量・リサイクル推進シンポジウムおよび地区懇談会開催
2004 平成 16 1 田中線供用開始 16 鳥インフルエンザ流行
2004 平成 16 1 「寒の土用丑の日（1998年記念日登録）発祥の地」記念碑建立 16 「諏訪地域6市町村任意合併協議会」を解散
2004 平成 16 2 岡谷太鼓道場 鼓鳴館がオープン 16 岡谷市・諏訪市・下諏訪町合併協議会を設置
2004 平成 16 3 JA諏訪湖とJA諏訪みどりが合併してJA信州諏訪が発足 16 岡谷市・諏訪市・下諏訪町合併協議会が解散
2004 平成 16 3 国道20号・142号バイパス同時開通

2004 平成 16 3
地域密着型ハイブリッドショッピングモール「商人堂（あきんどう）」
オープン

2004 平成 16 3 岡谷市新エネルギービジョン策定
2004 平成 16 3 諏訪地域6市町村任意合併協議会解散
2004 平成 16 4 岡谷市男女共同参画条例を施行
2004 平成 16 4 新あやめ保育園開所
2004 平成 16 4 聖ヨゼフ保育園開所
2004 平成 16 4 きらり岡谷市民病院園開園
2004 平成 16 4 「ロマネット」リニューアルオープン
2004 平成 16 4 廃蛍光管リサイクル開始　サンデーリサイクルデー開始
2004 平成 16 5 湊土地利用研究会設置
2004 平成 16 5 レイクタウンおかや　住宅用地分譲
2004 平成 16 6 山梨大学諏訪リエゾンオフィス開設
2004 平成 16 6 岡谷駅前再開発ビル「ララオカヤ」取得
2004 平成 16 6 期日前投票制度の創設等、公職選挙法の一部改正法公布
2004 平成 16 7 岡谷市・諏訪市・下諏訪町法定合併協議会設置
2004 平成 16 9 緑と湖のまち・ふれあいフェスタ開催
2004 平成 16 10 市営住宅田中線団地完成
2004 平成 16 10 ものづくり大学の産学連携諏訪支援室を開設
2004 平成 16 10 岡谷市市民総参加のまちづくり基本条例を制定
2004 平成 16 10 ララオカヤがリニューアルオープン

第３次岡谷市総合計画
（前期：H11-H15年度、後
期H16-H20年度)
将来都市像：人と自然が
共生する健康文化産業都
市
基本目標：
・あたたかい心でまじわ
り、住みよい人間尊重の
まちをつくります
・自然を保護し、公害のな
い美しい環境のまちをつく
ります
・心身をきたえ、明るい健
康のまちをつくります
・教養を深め、かおり高い
文化のまちをつくります
・仕事に誇りをもち、豊か
な産業のまちをつくります
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西暦 元号 年 月 主な項目 年 主な事件
小項目に掲載する主な事項

章 大項目 中項目 年代 総合計画 市長
時代背景

2004 平成 16 11
スペシャルオリンピックス冬季世界大会「絆の火」500万人トーチラン
岡谷開催

2004 平成 16 11 岡谷市・諏訪市・下諏訪町法定合併協議会解散
2004 平成 16 12 きぬのふるさと「岡谷絹工房」リニューアルオープン
2004 平成 16 12 新まゆみ園・岡谷市福祉作業所開所
2004 平成 16 12 学校法人山崎学園が運営する聖母幼稚園の新園舎が完成
2005 平成 17 1 トーハツマリーン㈱が駒ヶ根に生産拠点を移す 17 アスベスト禍

2005 平成 17 1
湖畔若宮土地区画整理事業の権利者アンケートで賛成70％に達せ
ず

17
愛知万博開催

2005 平成 17 1 岡谷市病院懇話会が岡谷病院と塩嶺病院の統合を提言 17 京都議定書発効
2005 平成 17 2 スペシャルオリンピックス冬季世界大会　カナダチーム滞在 17 ＪＲ福知山線脱線事故

2005 平成 17 2
旧岡谷市庁舎、旧山一林組製糸事務所等が国登録有形文化財に
登録

17
日本の人口が戦後初めて減少

2005 平成 17 2 「今井家のカキノキ」を市の天然記念物に指定 17 中部国際空港が開港

2005 平成 17 3
岡谷、上浜、観音保育園閉園、桃園保育園をみなと保育園に名称
変更

17
日本国際博覧会「愛・地球博」（愛知万博）が開幕

2005 平成 17 3 セイコーエプソン岡谷事業所閉鎖 17 クールビズ導入開始
2005 平成 17 3 アンデルセン生誕200年展開催 17 道路関連四公団が民営化され、６社に分割
2005 平成 17 3 下水道幹線整備がほぼ終了、下水道普及率が99％超に
2005 平成 17 4 ひまわり保育園開園
2005 平成 17 4 諏訪市の温泉・温水利用型健康運動施設「すわっこランド」オープン
2005 平成 17 4 学童クラブの料金体系、開設日、開設時間等を見直し、条例施行

2005 平成 17 4
県精密工業試験場が県工業技術総合センター精密・電子技術部門
に改組

2005 平成 17 4 あやめ保育園に地域子育て支援センター「ぱんだぐみ」開設
2005 平成 17 4 長地、神明保育園に保育補助員（おじいちゃん先生）を配置
2005 平成 17 5 湊4丁目宅地分譲
2005 平成 17 5 山梨学院大学ともまなび講座開講
2005 平成 17 6 2005水素エネルギーフォーラムをテクノプラザおかやで開催
2005 平成 17 6 観音、桃園保育園を統合して新みなと保育園開所
2005 平成 17 8 マウント・プレザント市姉妹都市締結４０周年記念式典
2005 平成 17 9 テクノプラザおかや欧州産業交流研究会（イタリア）
2005 平成 17 9 芝浦工業大学新学部誘致断念
2005 平成 17 9 ライフガーデン岡谷がオープン
2005 平成 17 10 岡谷駅開業100周年記念イベント
2005 平成 17 10 岡谷市勤労者協議会が解散
2005 平成 17 10 行財政改革プラン策定市民会議から中間まとめが提出される
2005 平成 17 11 岡谷市地域子育てミニ集会が20周年を迎えて祝う会
2005 平成 17 12 市議会議員の定数を18人とする条例改正
2006 平成 18 2 和楽荘民営化協定等契約調印式 18 県教委が岡谷東高校と岡谷南高校の統合計画を発表
2006 平成 18 3 岡谷市TMO構想を策定 18 日本郵政株式会社が発足
2006 平成 18 3 岡谷市病院統合基本計画を策定 18 しまなみ海道全線開通

2006 平成 18 3
県教委が岡谷東高校と岡谷南高校の統合計画を決定（後に県会で
否決）

18
民放全局がデジタルテレビ放送を開始

2006 平成 18 4 部課の統廃合など市組織改正 18 民放全局がデジタルテレビ放送を開始
2006 平成 18 4 文化会館など１２施設に指定管理者制度を導入
2006 平成 18 4 長野県民交通災害共済組合に加入
2006 平成 18 4 岡谷病院・塩嶺病院経営統合
2006 平成 18 4 岡谷市地域包括支援センター設置、地域支援事業を新たに創設
2006 平成 18 4 第1回出早公園かたくり祭り
2006 平成 18 4 サンリツプラザ長地がオープン
2006 平成 18 6 岡谷ＴＭＯまちなか活性化推進委員会が発足
2006 平成 18 6 一般家庭生ごみリサイクルモデル事業スタート
2006 平成 18 6 加茂団地耐震改修工事完了

第３次岡谷市総合計画
（前期：H11-H15年度、後
期H16-H20年度)
将来都市像：人と自然が
共生する健康文化産業都
市
基本目標：
・あたたかい心でまじわ
り、住みよい人間尊重の
まちをつくります
・自然を保護し、公害のな
い美しい環境のまちをつく
ります
・心身をきたえ、明るい健
康のまちをつくります
・教養を深め、かおり高い
文化のまちをつくります
・仕事に誇りをもち、豊か
な産業のまちをつくります
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西暦 元号 年 月 主な項目 年 主な事件
小項目に掲載する主な事項

章 大項目 中項目 年代 総合計画 市長
時代背景

2006 平成 18 7 各保育園に警察直通の緊急通報システムが稼働開始
2006 平成 18 7 豪雨災害発生「平成１８年７月豪雨災害」
2006 平成 18 7 市民総合体育館東体育館のアスベスト除去工事完了
2006 平成 18 8 岡谷工業高校バレー部インターハイ優勝
2006 平成 18 8 豪雨災害復興対策室を設置
2006 平成 18 9 「ヘルシーパル岡谷」閉鎖
2006 平成 18 10 岡谷病院・塩嶺病院診療統合
2006 平成 18 10 諏訪ナンバー交付
2006 平成 18 10 第6回中小企業都市サミットが岡谷市で開催される
2006 平成 18 10 田中小児童対象の子どもの居場所「あやめ基地」がオープン
2006 平成 18 12 上下水道料金のコンビニ収納スタート
2007 平成 19 3 岡谷工業高校定時制の閉校記念式典が行われ、64年の歴史に幕 19 郵政事業民営化
2007 平成 19 3 上の原小学校建物等災害復旧工事がしゅん工 19 新潟県中越沖地震
2007 平成 19 4 病児・病後児保育を山崎医院で開始 19 防衛庁が防衛省に昇格し発足
2007 平成 19 4 市議会議員選挙 19 北海道夕張市が財政破綻
2007 平成 19 6 監査委員の定数を２人から３人に変更、新たな委員を選任 19 気象庁が猛暑日を制定
2007 平成 19 5 防災ラジオ配布
2007 平成 19 6 諏訪地区小児夜間急病センターが諏訪市四賀に開設
2007 平成 19 6 第１回市民綱引大会
2007 平成 19 6 地域連絡員の配置を導入
2007 平成 19 7 第1回由布姫あじさい祭り（小坂公園）
2007 平成 19 7 新病院建設予定地決定
2007 平成 19 9 駅南土地区画整理事業完成式典
2007 平成 19 9 岡谷市長選挙　今井竜五氏が初当選
2007 平成 19 10 湯殿山工業団地（字横川山）の分譲開始
2007 平成 19 10 郵政民営化により㈱ゆうちょ銀行が発足
2007 平成 19 11 旧山一林組製糸事務所などが「近代化産業遺産群」に認定
2007 平成 19 11 シルキーチャンネル開局
2007 平成 19 12 新たに開設した温泉デイサービス「湯けむり」に給湯開始
2007 平成 19 12 市内4中学校代表による初の「子ども議会」を開催
2008 平成 20 1 原油高騰に対して「岡谷市福祉灯油券給付事業」を実施 20 北京オリンピック開催

2008 平成 20 1 寒の土用丑の日10周年記念として第1回うなぎ祭開催 20
小林誠、益川敏秀、南部陽一郎　ノーベル物理学賞受
賞

2008 平成 20 2 「おかぽん」で公共料金などを納められるサービスがスタート 20 後期高齢者医療制度が始まる
2008 平成 20 3 住民参加型市場公募債「輝くまちおかや市民債」発行 20 リーマンショック
2008 平成 20 4 後期高齢者医療制度が始まる 20 iPhoneが日本で発売
2008 平成 20 4 国のふるさと納税制度施行に伴い、寄附金募集のPR開始 20 日本郵政公社が解散、分社化
2008 平成 20 4 産業振興戦略室を設置 20 メタボリックシンドローム対策が義務化

2008 平成 20 4
信州大学諏訪圏サテライトキャンパスがテクノプラザおかやにオー
プン

20
観光庁発足

2008 平成 20 5 軽自動車税のクレジット納付開始
2008 平成 20 5 武井武雄生家が市に寄贈される
2008 平成 20 5 下諏訪ダムからの取水を断念
2008 平成 20 7 平成18年豪雨災害関連の砂防えん堤が完成
2008 平成 20 7 産業振興担当副市長を配置
2008 平成 20 8 北京五輪陸上男子400ｍリレーで塚原直貴選手が銅メダル
2008 平成 20 8 小井川小、上の原小のアスベスト飛散防止工事実施
2008 平成 20 9 神明保育園の大規模改修工事が竣工
2008 平成 20 11 「岡谷市の産業振興を考える懇談会」を東京都内で開催

2009 平成 21 2 第４次岡谷市総合計画（基本構想）が市議会で議決 21
文部科学省　児童生徒の小中学校へ携帯電話の持ち
込み原則禁止を通知

2009 平成 21 3
住民の生活支援と地域の経済対策を目的に定額給付金の受付開
始

21
県内全小学校全学年で３０人規模学級を実施

2009 平成 21 3 「岡谷市病院改革プラン」策定 21 裁判員制度開始

第３次岡谷市総合計画
（前期：H11-H15年度、後
期H16-H20年度)
将来都市像：人と自然が
共生する健康文化産業都
市
基本目標：
・あたたかい心でまじわ
り、住みよい人間尊重の
まちをつくります
・自然を保護し、公害のな
い美しい環境のまちをつく
ります
・心身をきたえ、明るい健
康のまちをつくります
・教養を深め、かおり高い
文化のまちをつくります
・仕事に誇りをもち、豊か
な産業のまちをつくります
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西暦 元号 年 月 主な項目 年 主な事件
小項目に掲載する主な事項

章 大項目 中項目 年代 総合計画 市長
時代背景

2009 平成 21 3 「岡谷市保育園運営計画」策定 21 浅間山が噴火
2009 平成 21 4 諏訪保健所が諏訪保健福祉事務所へ移管 21 新型インフルエンザの世界的大流行
2009 平成 21 4 あるき太郎ウォーキング花回廊
2009 平成 21 4 「岡谷市新型インフルエンザ対策本部」を設置
2009 平成 21 4 市税コンビニ納付開始
2009 平成 21 6 子育て応援協賛店事業開始
2009 平成 21 6 岡谷市夜間成人急病センターを市立岡谷病院内に開設
2009 平成 21 6 県教委が「第１期長野県高等学校再編計画」を策定
2009 平成 21 6 防災ガイド改訂版を発行
2009 平成 21 6 市が学校給食へ地元農産物を出荷する取り組みを本格化
2009 平成 21 7 更生保護活動サポートセンター開所式
2009 平成 21 7 プレミアム商品券発売
2009 平成 21 7 忘れまじ豪雨災害（平成18年7月豪雨災害の記録）を発行
2009 平成 21 8 市民屋外水泳プール閉場イベント
2009 平成 21 8 ＮＰＯ「シルク文化協会」が発足
2009 平成 21 10 湖北新火葬場「湖風苑」業務開始
2009 平成 21 12 地方税共同電子申告システム（eLTAX）を導入
2009 平成 21 12 市内中学校の不登校児童生徒支援チームを発足
2009 平成 21 12 川岸小学校に放課後子ども教室が開設

2010 平成 22 4
家庭ごみ等の有料化、その他プラ分別回収、生ごみ拠点回収スター
ト

22
公立高校の授業料無償化

2010 平成 22 4
市立岡谷病院と健康保険岡谷塩嶺病院を施設集約し、新体制診療
スタート

22
尖閣諸島中国漁船衝突事件

2010 平成 22 4 公立高校の授業料無償化 22 日本年金機構が発足
2010 平成 22 4 信大博士課程コース開設（ララオカヤ内） 22 米アップル社iPadが国内発売

2010 平成 22 4 神明町「フォレストモール岡谷」でオープニング式典 22
鈴木章北海道大学名誉教授、根岸英一米国パデュー
大学教授のほか米国大学教授がノーベル化学賞受
賞。

2010 平成 22 8 湊（小坂区）土砂崩落発生
2010 平成 22 10 フランス式繰糸機復元機の寄託式（富岡市）

2010 平成 22 11
諏訪湖への最長飛来年数記録を更新し２４シーズン目の飛来となる
白鳥が横河川河口付近で確認された

2011 平成 23 2 諏訪市のまるみつ百貨店が閉店 23 東日本大震災
2011 平成 23 3 屋外水泳プール跡地をスケートボード練習場として暫定的に開放 23 FIFA女子ワールドカップ　なでしこジャパン優勝
2011 平成 23 3 東日本大震災発生 23 福島第一原子力発電所事故
2011 平成 23 3 天白橋開通式
2011 平成 23 3 岡谷市子育て支援サイト「げんきっずおかや」オープン 23 LINE運用開始
2011 平成 23 3 農業生物資源研究所の施設、機械類を取得 23 なでしこジャパン　女子サッカーＷ杯優勝
2011 平成 23 3 岡谷市交通災害共済見舞金請求期間終了 23 九州新幹線博多から新八代間で全線開通
2011 平成 23 4 教育総務課内に「子ども総合相談センター」を開設 23 小学校５，６年生の英語活動が必修化
2011 平成 23 4 東京都内に「首都圏産業振興活動拠点」を開設、企業誘致を推進 23 テレビアナログ放送が原則終了
2011 平成 23 4 市議会議員選挙

2011 平成 23 5
「おかぽん」のカードを商品購入以外でもポイント付与特典付に切替
え

2011 平成 23 7 空間放射線量測定を市内公共施設等で開始
2011 平成 23 7 岡谷市防災の日を制定

2011 平成 23 8 リニア中央新幹線長野県内のルート案・中間駅位置案が公表される

2011 平成 23 8 「岡谷蚕糸博物館の繰糸機群」が日本機械学会機械遺産に認定
2011 平成 23 8 消防団統合50周年・消防音楽隊30周年記念式典
2011 平成 23 8 東堀線開通式
2011 平成 23 9 湖周行政事務組合設立
2011 平成 23 9 岡谷市振興公社・岡谷市国際交流協会合併調印式
2011 平成 23 9 西堀橋開通式

第３次岡谷市総合計画
（前期：H11-H15年度、後
期H16-H20年度)
将来都市像：人と自然が
共生する健康文化産業都
市
基本目標：
・あたたかい心でまじわ
り、住みよい人間尊重の
まちをつくります
・自然を保護し、公害のな
い美しい環境のまちをつく
ります
・心身をきたえ、明るい健
康のまちをつくります
・教養を深め、かおり高い
文化のまちをつくります
・仕事に誇りをもち、豊か
な産業のまちをつくります

第４次岡谷市総合計画(前
期：H21-H25年度、後期：
H26-H30年度)
将来都市像：みんなが元
気に輝く　たくましいまち岡
谷
基本目標：
・魅力と活力あふれる、に
ぎわいのあるまち
・ともに支えあい、健やか
に暮らせるまち
・自然環境と暮らしが調和
した、安全・安心なまち
・生涯を通じて学び、豊か
な心を育むまち
・快適に生活できる、都市
機能の充実したまち

　
今
井
竜
五

(

平
成
1
9
年
9
月
2
9
日
～

令
和
5
年
9
月
2
8
日

）

　
H
1
3
～

H
3
0

　
第
３
章

　
２
１
世
紀
初
頭
の
岡
谷
市
～

人
と
自
然
が
共
生
す
る
健
康
文
化
産
業
都
市
を
目
指
し
て
～

　
・
あ
た
た
か
い
心
で
ま
じ
わ
り

、
住
み
よ
い
人
間
尊
重
の
ま
ち

　
・
自
然
を
保
護
し

、
公
害
の
な
い
美
し
い
環
境
の
ま
ち

　
・
心
身
を
き
た
え

、
明
る
い
健
康
の
ま
ち

　
・
教
養
を
深
め

、
か
お
り
高
い
文
化
の
ま
ち

　
・
仕
事
に
誇
り
を
も
つ

、
豊
か
な
産
業
の
ま
ち

14/20



西暦 元号 年 月 主な項目 年 主な事件
小項目に掲載する主な事項

章 大項目 中項目 年代 総合計画 市長
時代背景

2011 平成 23 10 シルキーバス実証運行開始
2011 平成 23 10 加茂工業団地（加茂町1丁目）の分譲開始

2011 平成 23 11 県縦断駅伝で全諏訪が、1972年以来39年ぶり10回目の悲願の優勝

2012 平成 24 1
学校給食審議委員会が週３日の米飯給食を新年度から完全実施し
ていくことを了承

24
山中伸弥京大教授ノーベル生理学・医学賞受賞

2012 平成 24 3 水源監視システム更新（CATV回線からインターネット利用に） 24 中学校で武道必修化

2012 平成 24 5
新病院建設に伴う岡谷美術考古館の移転先が童画館通りの「ぎょう
だ」に決定

24
中学校１学年に３０人規模学級導入（後に全中学校全
学級で実施）

2012 平成 24 7 岡谷市民病院電子カルテ稼働 24 アナログ放送終了

2012 平成 24 7
諏訪湖のヒシ除去を環境市民会議おかや、諏訪湖漁業協同組合と
の協働で実施

24
復興庁が発足

2012 平成 24 8 「おかやブランドプロモーション協議会」設立総会 24 厚労省、100歳以上の人口が５万人を超えたと発表
2012 平成 24 10 「全国産業観光フォーラムinおかや」をカノラホールで開催 24 山中伸弥京大教授がノーベル医学生理学賞を受賞
2012 平成 24 10 イルフプラザ１階「さえき岡谷食品館」が閉店
2012 平成 24 11 若宮線開通式
2012 平成 24 11 イルフプラザ１階「イルフ岡谷食品館」がオープン
2012 平成 24 11 「岡谷市保育園整備計画」策定
2012 平成 24 12 横河川白鳥橋開通式

2013 平成 25 4
岡谷市振興公社が公益財団法人おかや文化振興事業団に移行し
発足式

25
2020東京オリンピックの開催決定

2013 平成 25 5 岡谷駅南土地売却調印式
2013 平成 25 6 岡谷市土地開発公社による公有地先行取得事業の廃止を議決
2013 平成 25 7 初の「おかや軽トラ市」を童画館通りで開催
2013 平成 25 7 岡谷駅前レンタサイクル開始
2013 平成 25 8 ゲリラ豪雨で大川、塚間川などがいっ水
2013 平成 25 9 岡谷エコフェスティバル2013開催
2013 平成 25 11 岡谷美術考古館開館
2013 平成 25 11 岡谷市清掃工場閉場式
2014 平成 26 1 「いじめ根絶子ども会議」初開催 26 リニア中央新幹線が着工
2014 平成 26 3 住民参加型市場公募債「輝くまちおかや市民病院債」発行 26 御嶽山噴火。戦後最悪の火山災害に。

2014 平成 26 3 武井武雄生誕120年記念全国巡回展はじまる（～9/28） 26
富岡製紙工場が「富岡製糸場と絹産業遺産群」として
世界文化遺産に登録

2014 平成 26 4 岡谷市民病院での産科診療を休止 26
赤崎勇名城大教授、天野浩名古屋大学教授、中村修
二カリフォルニアサンタバーバラ校教授がノーベル物
理学賞受賞

2014 平成 26 4 岡谷市看護専門学校開校式
2014 平成 26 8 岡谷蚕糸博物館-シルクファクトおかや-リニューアルオープン
2014 平成 26 8 アピタ岡谷店が建て替えのため長期閉店
2014 平成 26 10 おかや鶴峯工業団地（川岸上3丁目）の分譲開始
2014 平成 26 10 国土地理院測定方法変更により市域面積変更（85.1㎢）
2014 平成 26 10 岡谷市消費生活センター設置
2014 平成 26 10 岡谷市新消防庁舎竣工式・落成式
2014 平成 26 11 「岡谷市統合型GIS（地理情報システム）」を庁内で運用開始
2014 平成 26 11 いちやまマート岡谷店が長地権現町にオープン
2015 平成 27 2 商店主らを講師にした岡谷市初の「まちゼミ」が始まる 27 首都高速・中央環状線が全線開通

2015 平成 27 3 川岸地区山林火災発生 27
大村智北里大特別栄誉教授がノーベル医学生理学賞
を受賞

2015 平成 27 3 水道事業基本計画を策定 27
梶田隆章東京大宇宙線研究所長がノーベル物理学賞
を受賞

2015 平成 27 4 新たな教育行政制度の開始に伴い、岡谷市総合教育会議を設置 27 パリで同時多発テロが発生
2015 平成 27 4 諏訪広域消防本部一元化、消防庁舎公用開始
2015 平成 27 4 武井武雄作品ご当地ナンバープレート、家屋調査済証に導入
2015 平成 27 4 岡谷市生活就労支援センター（まいさぽ岡谷市）開設

第４次岡谷市総合計画(前
期：H21-H25年度、後期：
H26-H30年度)
将来都市像：みんなが元
気に輝く　たくましいまち岡
谷
基本目標：
・魅力と活力あふれる、に
ぎわいのあるまち
・ともに支えあい、健やか
に暮らせるまち
・自然環境と暮らしが調和
した、安全・安心なまち
・生涯を通じて学び、豊か
な心を育むまち
・快適に生活できる、都市
機能の充実したまち
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西暦 元号 年 月 主な項目 年 主な事件
小項目に掲載する主な事項

章 大項目 中項目 年代 総合計画 市長
時代背景

2015 平成 27 4 旧岡谷消防署・消防団施設閉庁式
2015 平成 27 4 市議会議員選挙
2015 平成 27 4 信州シルクロード連携協議会設立総会
2015 平成 27 4 子ども・子育て支援新制度がスタート
2015 平成 27 5 「岡谷市いじめ防止等のための基本方針」策定

2015 平成 27 6
通園訓練施設まゆみ園の運営を指定管理者から市の直営とする条
例改正

2015 平成 27 7 「岡谷プレミアム商品券」発売
2015 平成 27 8 岡谷市公式Facebook開設
2015 平成 27 9 硬質プラスチック製品試験改修を開始

2015 平成 27 10
岡谷市民病院を開院、市立岡谷病院、健康保険岡谷塩嶺病院を閉
院

2015 平成 27 10 岡谷市民病院に特殊歯科口腔外科を開設
2015 平成 27 11 おかや市議会だより 創刊号発行
2015 平成 27 12 小中学生による「いじめ根絶子ども会議」開催

2015 平成 27 12
選挙権年齢１８歳以上引き下げに伴い、高校生対象の出前授業を
順次実施

2015 平成 27 12 「岡谷市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン」及び総合戦略を策定
2016 平成 28 2 オカヤシルクコレクション（キヌコレ）ファッションショー 28 日銀マイナス金利導入決定
2016 平成 28 3 人口が5万人を下回る 28 電力自由化スタート
2016 平成 28 3 岡谷小学校閉校式 28 マイナンバー制度がスタート
2016 平成 28 3 SUWA小型ロケットプロジェクト 秋田県能代市で１号機打ち上げ 28 18歳選挙権施行
2016 平成 28 3 東堀保育園　信学会へ移管協定式 28 北海道新幹線が開業
2016 平成 28 3 たちばな幼稚園で閉園式 28 一般家庭での電力自由化がスタート

2016 平成 28 3
市内に残る唯一の公衆浴場、東の湯が150年の歴史に幕を下ろし閉
場

28
熊本地震

2016 平成 28 4 岡谷市防災・減災基本条例施行 28
大隅良典東京工業大学栄誉教授がノーベル医学賞・
生理学賞を受賞

2016 平成 28 4 岡谷市3小学校統合記念式典

2016 平成 28 5
社会福祉法人による駅南への複合型施設整備について事業撤退の
申し入れ

2016 平成 28 7 「レイクウォーク岡谷」グランドオープン
2016 平成 28 7 諏訪湖でワカサギが大量死
2016 平成 28 8 局所的な大雨により、市内の数箇所で土砂崩落等の災害が発生
2016 平成 28 8 「岡谷市認知症初期集中支援チーム」立ち上げ
2016 平成 28 9 市営住宅加茂団地ほっとサロンオープニングセレモニー
2016 平成 28 9 杏林製薬岡谷工場閉鎖
2016 平成 28 10 岡谷市民病院に地域包括ケア病棟を開設
2016 平成 28 10 岡谷蚕糸博物館来館者10万人達成
2016 平成 28 11 岡谷市美術会主催の50周年記念の岡谷展が始まる
2016 平成 28 12 諏訪湖周クリーンセンター本格稼働開始

2016 平成 28 12
川岸小の放課後居場所づくり事業「とちっ子ひろば」が文部科学大
臣賞受賞

2017 平成 29 1 第72回国民体育大会冬季大会アイスホッケー競技会 29 流行語大賞「インスタ映え」「忖度」
2017 平成 29 1 うなぎのまち岡谷の会創立20周年記念式典 29 プレミアムフライデー初実施
2017 平成 29 2 諏訪湖ＳＡにスマートインターチェンジ、アクセス道路案を発表
2017 平成 29 3 岡谷市における総合的な空き家対策に関する調印式
2017 平成 29 4 諏訪広域公立大学事務組合設立
2017 平成 29 4 「日本絹文化フォーラム2017」を岡谷商工会議所で開催
2017 平成 29 4 「介護予防・日常生活支援総合事業」がスタート

2017 平成 29 5
教育委員会内に小中学校教諭に対する学習指導や助言を行うアド
バイザー設置

2017 平成 29 7 岡谷田中、神明両小学校でものづくり、ロボット学習が始まる
2017 平成 29 7 市内全21地区すべてに地域サポートセンター設置完了

第４次岡谷市総合計画(前
期：H21-H25年度、後期：
H26-H30年度)
将来都市像：みんなが元
気に輝く　たくましいまち岡
谷
基本目標：
・魅力と活力あふれる、に
ぎわいのあるまち
・ともに支えあい、健やか
に暮らせるまち
・自然環境と暮らしが調和
した、安全・安心なまち
・生涯を通じて学び、豊か
な心を育むまち
・快適に生活できる、都市
機能の充実したまち
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西暦 元号 年 月 主な項目 年 主な事件
小項目に掲載する主な事項

章 大項目 中項目 年代 総合計画 市長
時代背景

2017 平成 29 7 岡谷市観光協会40周年記念講演
2017 平成 29 8 岡谷南高校漕艇部全国大会優勝報告
2017 平成 29 10 岡谷20号下諏訪岡谷バイパス塩嶺大橋開通式

2017 平成 29 11
介護予防の知識を学ぶ新たなサロンを市営住宅加茂団地に立ち上
げ

2017 平成 29 12 宮坂製糸所が、遺伝子組み換え繭から絹糸を量産化
2017 平成 29 12 岡谷蚕糸博物館が東京農工大学科学博物館との連携協定締結
2018 平成 30 1 パラアイスホッケー日本代表チーム岡谷から平昌へ 30 大谷翔平メジャー新人王
2018 平成 30 2 岡谷市空家等対策計画策定 30 本庶佑京都大学特別教授がノーベル物理学賞を受賞

2018 平成 30 3
民設民営による新東堀保育園の開設に伴い、市立東堀保育園を閉
園

2018 平成 30 3 岡谷市の商業環境に関する調査報告書を作成
2018 平成 30 3 「岡谷市下水道事業経営戦略（2018～2027）」策定
2018 平成 30 3 「岡谷市水道事業経営戦略（2018～2027）」策定
2018 平成 30 3 鳥居平やまびこ公園ローラースケート場を廃止
2018 平成 30 4 諏訪広域公立大学事務組合が公立諏訪東京理科大学を設立
2018 平成 30 4 国民健康保険が都道府県単位化される

2018 平成 30 4
幼保連携型認定こども園「信学会東堀保育園」開園（後に「こども園」
に改称）

2018 平成 30 5 内山霊園合葬式墓地「嶺風苑」使用者募集

2018 平成 30 5
イルフ童画館開館２０周年記念の企画展「武井武雄クロニクル」の図
録作成

2018 平成 30 5 「星降る中部高地の縄文世界」日本遺産認定
2018 平成 30 6 「武井武雄をあいする会」が武井生家の保存と活用を市に要望
2018 平成 30 7 「高校生まちづくり会議（Voice of AOHS）」の初会合

2018 平成 30 7
長野県知事等選挙においてレイクウォーク岡谷へ期日前投票所を
増設

2018 平成 30 8 子どもが集まる多機能広場「おかやコドモテラス」実施
2018 平成 30 8 市内で初の松くい虫被害を確認
2018 平成 30 8 湖周２市１町合併協設置議案、３市町議会臨時会で否決
2018 平成 30 8 下諏訪のイオン諏訪店（旧ジャスコ諏訪店）が閉店
2018 平成 30 9 「恋つむぐOKAYA」婚活イベントをライフプラザマリオで開催
2018 平成 30 9 縄文土器19点が「信州の特色ある縄文土器」として長野県宝に指定
2018 平成 30 10 小口太郎生誕120周年等記念の集い
2018 平成 30 11 諏訪湖ＳＡスマートＩＣ整備計画に小坂区が合意
2018 平成 30 11 日本聖公会岡谷聖バルナバ教会が国登録有形文化財に登録

第４次岡谷市総合計画(前
期：H21-H25年度、後期：
H26-H30年度)
将来都市像：みんなが元
気に輝く　たくましいまち岡
谷
基本目標：
・魅力と活力あふれる、に
ぎわいのあるまち
・ともに支えあい、健やか
に暮らせるまち
・自然環境と暮らしが調和
した、安全・安心なまち
・生涯を通じて学び、豊か
な心を育むまち
・快適に生活できる、都市
機能の充実したまち
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西暦 元号 年 月 主な項目 年 主な事件
小項目に掲載する主な事項

章 大項目 中項目 年代 総合計画 市長
時代背景

2019 平成 31 2 第2期岡谷市教育大綱を制定
2019 平成 31 2 第５次岡谷市総合計画（基本構想）が市議会で議決
2019 平成 31 2 上諏訪駅前に複合商業施設「アーク諏訪」がオープン
2019 平成 31 4 若草保育園休園
2019 平成 31 4 生涯学習課が本庁からイルフプラザカルチャーセンターに移転
2019 平成 31 4 岡谷市成年後見支援センターを岡谷市社会福祉協議会に設置
2019 平成 31 4 岡谷市民病院の土曜日外来診療を廃止
2019 平成 31 4 地域おこし協力隊2名を採用
2019 平成 31 4 市議会議員選挙
2019 令和 1 6 上向B遺跡発掘調査現場の一般公開に約150人の市民が参加 1 幼児教育・保育の無償化スタート
2019 令和 1 8 2020東京オリンピック・パラリンピックホストタウンプログラム
2019 令和 1 8 第50回岡谷太鼓祭り
2019 令和 1 9 （仮称）諏訪湖スマートＩＣ整備事業が国の事業認可を受ける

2019 令和 1 9 「ララオカヤ」を2021年度に廃止、解体に着手する方針を議会に示す

2019 令和 1 9
「岡谷　縄文シンポジウム」を日本遺産認定1周年記念事業として開
催

2019 令和 1 10 幼児教育・保育の無償化スタート
2019 令和 1 10 （仮称）諏訪湖スマートＩＣ整備事業に関する小坂区対策委員会発足
2019 令和 1 10 岡谷市商業活性化計画を策定
2020 令和 2 1 サツマ芋「シルクスイート」を学校給食で提供開始 2 新型コロナウイルス感染拡大

2020 令和 2 2
国体冬季大会スピードスケートで岡谷南校出身の花岡瑚徒さんが
優勝

2
東京オリンピック延期、夏の甲子園大会中止

2020 令和 2 2
スピードスケート世界ジュニア選手権で岡谷南校出身の倉坪克拓さ
んが優勝

2
コロナ禍対策「GOTOキャンペーン」

2020 令和 2 2 「岡谷市子ども・若者育成支援計画」を策定
2020 令和 2 2 新型コロナウイルス感染症対策本部を設置
2020 令和 2 2 防災ガイド改訂版を発行
2020 令和 2 3 新型コロナウイルス感染症流行により市内小中学校を臨時休校に
2020 令和 2 3 地域子（己）育てサポーター連絡協議会が発展的解散
2020 令和 2 3 岡谷市温泉事業経営戦略を策定
2020 令和 2 3 SUWA小型ロケットが初めて諏訪湖上での打ち上げ実験に成功
2020 令和 2 3 岡谷川岸線（待張交差点～川岸小）道路拡幅工事が完了

2020 令和 2 3
新型コロナウイルス感染症に伴い岡谷市民病院入院患者の面会禁
止

2020 令和 2 4 岡谷商工会議所がOkayaPay発行、運用開始
2020 令和 2 5 新型コロナ関連の特別定額給付金受付開始

2020 令和 2 5 新型コロナウイルス感染症により第51回岡谷太鼓祭りの中止を決定

2020 令和 2 6 養蚕復活-三沢区民農園に新たな蚕室が完成
2020 令和 2 7 レジ袋有料化
2020 令和 2 7 岡谷プレミアム商品券の受付開始
2020 令和 2 8 インスタグラムのアカウント公開、市内商業全体のPR
2020 令和 2 10 岡谷市小中学校 ICT 環境整備計画を策定
2020 令和 2 10 JA信州諏訪が岡谷市・下諏訪町・諏訪市のJA金融店舗を再編
2020 令和 2 11 諏訪湖周サイクリングロード（一部区間）開通式
2020 令和 2 12 イルフ西堀保育園完成
2021 令和 3 3 横河川の桜が近年で最も早く開花 3 新型コロナワクチン接種開始
2021 令和 3 3 おかぽんカードのポイント発行サービス終了 3 東京オリンピック、パラリンピック無観客で開催

2021 令和 3 4
イルフ西堀保育園併設の岡谷市子ども発達支援センター開所（まゆ
み園閉所）

3
大学共通テスト開始

2021 令和 3 4 東京オリンピック聖火リレー諏訪湖周を通過 3 デジタル庁発足
2021 令和 3 4 岡谷蚕糸博物館紀要（第15号）11年ぶりに発刊
2021 令和 3 2 新型コロナワクチンの接種事務のため対策室を設置

第４次岡谷市総合計画(前
期：H21-H25年度、後期：
H26-H30年度)
将来都市像：みんなが元
気に輝く　たくましいまち岡
谷
基本目標：
・魅力と活力あふれる、に
ぎわいのあるまち
・ともに支えあい、健やか
に暮らせるまち
・自然環境と暮らしが調和
した、安全・安心なまち
・生涯を通じて学び、豊か
な心を育むまち
・快適に生活できる、都市
機能の充実したまち

第５次岡谷市総合計画
（前期：R1-R5年度、後期
R6-R10年度)
将来都市像：人結び夢と
希望を紡ぐたくましいまち
岡谷
基本目標：
・ともに支えあい、健やか
に暮らせるまち
・未来の担い手を育み、生
涯を通じて学ぶまち
・人が集い、にぎわいと活
力あふれるまち
・安全・安心で、自然環境
と共生するまち
・快適な生活を支え、住み
続けたいまち
・みんなでつくる、確かな
未来を拓くまち
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西暦 元号 年 月 主な項目 年 主な事件
小項目に掲載する主な事項

章 大項目 中項目 年代 総合計画 市長
時代背景

2021 令和 3 6 「コワーキングスペース」がテクノプラザおかやにオープン
2021 令和 3 6 信州大学と包括連携協定締結
2021 令和 3 7 岡谷市民憲章制定50周年記念式典を開催
2021 令和 3 8 川岸地区で大雨による土石流発生「令和３年８月大雨災害」
2021 令和 3 9 防災倉庫がイルフプラザ平面駐車場横に完成
2021 令和 3 10 JR岡谷駅構内に観光案内所がオープン
2021 令和 3 10 渋沢栄一直筆とされる書が岡谷蚕糸博物館に寄贈された
2021 令和 3 12 岡谷市役所岡谷駅前出張所業務終了
2022 令和 4 1 岡谷市役所イルフプラザ出張所業務開始 4 民法改正で成人年齢が20歳から18歳へ
2022 令和 4 3 「2050年岡谷市ゼロカーボンシティ宣言」を発出 4 安倍晋三銃撃事件
2022 令和 4 3 岡谷市国土強靭化地域計画策定
2022 令和 4 4 新和田トンネル有料道路が一般道路化（無料開放）
2022 令和 4 4 「がんばれ岡谷事業者応援支援金」の申請受付開始
2022 令和 4 6 マイナンバーカード利用による証明書発行サービス開始
2022 令和 4 6 「スワコエイトピークスミドルトライアスロン大会」が初開催

2022 令和 4 6
市内障がい者施設による諏訪湖ハイツ内の喫茶店「えいぶる」が閉
店

2022 令和 4 6 岡谷商工会議所８０周年記念式典
2022 令和 4 10 おかや生活応援商品券を発行開始
2022 令和 4 11 諏訪湖流域治水促進期成同盟会が設立

2022 令和 4 12
日本ピスコがオリンパス工場跡地へ移転新築する新本社の概要を
発表

2022 令和 4 12 ララオカヤAB棟（商業棟）閉鎖

2023 令和 5 1
県教委が諏訪地区の高校を含む県立高校の第２期再編・整備３次
計画を決定

5
侍ジャパンWBCで優勝

2023 令和 5 1 成年年齢引き下げ後の成人式を「20歳を祝う会」に名称変更開催 5
大リーグ・エンゼルス大谷翔平、日本人初のホームラ
ン王

2023 令和 5 2 市教委が「川岸学園構想」を発表 5 県教委「第２期再編・整備３次計画」を決定

2023 令和 5 3
西部地区４保育園統合を打ち出した「岡谷市保育園整備計画中期
計画」を策定

5
こども家庭庁発足

2023 令和 5 4 子ども医療費助成を「15歳まで」から「18歳まで」に拡充 5 新型コロナ「５類」に引き下げ

2023 令和 5 4
「おかやシェアオフィス」がイルフプラザアミューズメント施設内に
オープン

2023 令和 5 4 岡谷市議選、定数18に対して17人立候補、初の定数割れ
2023 令和 5 4 岡谷市消費者の会50周年記念式典
2023 令和 5 5 塩嶺小鳥バス70年目運行開始

2023 令和 5 5
新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけが5類感染症
に変更

2023 令和 5 5 JR川岸駅舎建て替えのため現駅舎お別れの会
2023 令和 5 5 岡屋考古館の定期開館（10月まで）が始まる
2023 令和 5 5 長野県エースドッジボール協会総会で５月末解散を決定
2023 令和 5 6 八十二銀行と長野銀行が経営統合
2023 令和 5 6 蚕糸公園再整備完成式典
2023 令和 5 7 慶応大学経済学部のゼミが旧山一林組事務所に研究室を設置
2023 令和 5 9 岡谷市長選挙　早出一真氏が初当選

2023 令和 5 10
「諏訪圏工業メッセ」が会場を諏訪市内から岡谷市内に変更して開
催

2023 令和 5 10 インボイス制度の運用開始
2023 令和 5 10 一部公共施設でキャッシュレス決済が可能に
2023 令和 5 10 おかや生活応援商品券・オカヤペイギフトカードの販売を開始
2023 令和 5 10 JR川岸駅開業１００周年記念・新駅舎完成イベント
2023 令和 5 11 諏訪湖周サイクリングロード（湊小坂・小田井間）開通

2023 令和 5 11
旧庁舎が撮影に使用された映画「ゴジラ-1.0」公開を機に各種イベン
ト開催
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西暦 元号 年 月 主な項目 年 主な事件
小項目に掲載する主な事項

章 大項目 中項目 年代 総合計画 市長
時代背景

2023 令和 5 12 中学校部活動地域移行検討委員会の初会合

2024 令和 6 2
岡谷市医師会付属准看護学院が最後の卒業式・閉校式（３月末閉
校）

6
気象庁が南海トラフ地震臨時情報を初めて発表

2024 令和 6 3 諏訪湖サイクリング・ジョギングロードの市の整備区間が開通 6 日本原水爆被害者団体協議会がノーベル平和賞受賞
2024 令和 6 3 JR東海がリニア中央新幹線東京-名古屋間2027年開業を断念 6 令和6年能登半島地震が発生
2024 令和 6 3 諏訪地区小児夜間急病センターの運営終了 6 令和6年9月能登半島豪雨が発生
2024 令和 6 3 「岡谷市DX推進計画」策定
2024 令和 6 3 岡谷市国土強靭化地域計画改訂
2024 令和 6 4 夏明、つるみね保育園休園
2024 令和 6 4 こども家庭センター（まゆっこベースおかや）設置

2024 令和 6 4
諏訪湖畔の一部区間を民間事業者の営業可能なオープン化区域に
指定

2024 令和 6 4 諏訪湖サイクリングロード全線開通（4/20～21記念イベント）
2024 令和 6 4 小児科・産婦人科のオンライン相談事業を開始
2024 令和 6 6 「プラスチック資源」の試験回収を一部地区で開始
2024 令和 6 7 片間町ポンプ場が完成
2024 令和 6 8 気象庁が南海トラフ地震臨時情報を初めて発表

2024 令和 6 9
岡谷蚕糸博物館開館６０周年・リニューアルオープン１０周年記念式
典

2024 令和 6 10
湖周行政事務組合が諏訪市板沢地区への一般廃棄物最終処分場
建設を断念

2024 令和 6 10
諏訪湖勤労者福祉センター（ウェルワーク諏訪湖）発足50周年記念
式典

2024 令和 6 10 旧渡辺家住宅かやぶき屋根のふき替え工事完了
2024 令和 6 11 「川岸学園」の基本設計案を発表

2024 令和 6 11
慶応義塾大学のゼミ「藤田康範研究会」から「シルクおかやカード
ゲーム」を受贈

2025 令和 7 2
つるみね保育園を令和６年度内廃園方針を市議会全員協議会へ報
告

7
2025年日本国際博覧会（大阪・関西万博）開催

2025 令和 7 3 岡谷市保健委員連合会の解散と保健事務嘱託員の廃止を表明 7 大船渡市山林火災が発生
2025 令和 7 3 岡谷市連合壮年会が解散
2025 令和 7 3 駅前市道を屋外広場にする「Let’ｓ　Ｐｌａｙ　ＯＫＡＹＡ」を初開催
2025 令和 7 3 河原口水源ポンプ場、横河川水管橋が完成
2025 令和 7 3 岡谷市鶴峯会館、岡谷市塩嶺閣を廃止
2025 令和 7 3 岡谷市役所イルフプラザ出張所を廃止
2025 令和 7 4 新倉十五社の面一式を市有形民俗文化財に指定
2025 令和 7 4 岡谷市身体障害者福祉協会が解散
2025 令和 7 5 「信濃刀画の会」５５年間の活動に幕
2025 令和 7 5 マウント・プレザント市姉妹都市提携60周年記念の訪問団が来庁
2025 令和 7 6 市議会議員の定数を１６人とする条例改正議案が可決
2025 令和 7 7 諏訪湖スマートIC供用開始
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基本目標：
・ともに支えあい、健やか
に暮らせるまち
・未来の担い手を育み、生
涯を通じて学ぶまち
・人が集い、にぎわいと活
力あふれるまち
・安全・安心で、自然環境
と共生するまち
・快適な生活を支え、住み
続けたいまち
・みんなでつくる、確かな
未来を拓くまち

　
早
出
一
真

(

令
和
5
年
9
月
2
9
日
～

　
　
　

)

　
H
3
1

（
R
1

）
～

R
8

　
第
４
章

　
そ
し
て
未
来
へ
～

人
結
び
夢
と
希
望
を
紡
ぐ
た
く
ま
し
い
ま
ち
岡
谷
を
目
指
し
て
～

　
・
と
も
に
支
え
あ
い

、
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

　
・
未
来
の
担
い
手
を
育
み

、
生
涯
を
通
じ
て
学
ぶ
ま
ち

　
・
人
が
集
い

、
に
ぎ
わ
い
と
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

　
・
安
全
・
安
心
で

、
自
然
環
境
と
共
生
す
る
ま
ち

　
・
快
適
な
生
活
を
支
え

、
住
み
続
け
た
い
ま
ち

　
・
み
ん
な
で
つ
く
る

、
確
か
な
未
来
を
拓
く
ま
ち

20/20


